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水
が
描
か
れ
、

で
あ
る
補
陀
落
山
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

十
八
部
衆
像
の
比
較
的
古
い
作
例
と
し
て
は

よ
う
な
供
物
を
捧
げ
て
い
る
。
背
景
に
は
山

あ
ろ
う
。

の
下
に
は
水
が
流
れ
、
水
面
か
ら
龍
神
と
そ

十
三
世
紀
以
降
に
制
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、

て
い
る
こ
と
か
ら
、
彫
像
を
写
し
た
可
能
性
が

透
彫
を
思
わ
せ
る
意
匠
で
描
か
れ
て
お
り
、
ま
た

の

の
頭
光
お
よ
び
身
光

る。

独
鈷
杵
や
絨
斧
、
剣
、
盾
な
ど
通
例
の
も

て
腹
前
に
鉢
を
持
つ
。

の
掌
に
は
千
眼
を
あ
ら
わ
す
眼
が
ひ
と
つ
ず
つ
描
か
れ
て
い

一
十
八
部
衆
の
絵
画
作
例
は
少
な
く
、

頭
上
に
十

す
る
作
例
と
し
て
知
ら
れ
て
い

つ、

（図
1

)

。

二
十
八
部
衆
図
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
、

の
二
十
八
部
衆
を
そ
れ
ぞ
れ

れ
る
ほ
か
、

の

面
四
十
二

え
ら
れ
る
。

音
像
に
は
例
が
な
く
、

の
制
作
目
的
に
か
か
わ
る
モ
チ
ー
フ

は
ヽ
る

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》

卜

十
八
部
衆
像
」
（
以
下
、

る。

つ
い
て

ほ
か
の
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像
は

造
次
第
法
儀
軌
』
（
大
正
蔵
一
〇
六
八
）
や
、
そ
の
解
釈
を
行
っ
た
定
深
撰

い
わ
ゆ
る
仁
王
（
金
剛
力
士
）
、
婆
藪
仙
、
功
徳
天
、
梵
天
帝
釈
、
四
天
王

右
7
法
螺
貝
を
吹
く
鬼
形
、
左

7
乾
閾
婆
か

右
6
毘
沙
門
天
、
左

6
毘
楼
博
叉

成
立 先
行
研
究
で
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

検
討
す
る
。

二
十
八
部
衆
の
構
成
と
尊
名
の
比
定

の
組
み
合
わ
せ
、
さ
ら
に
現
存
作
例
に
い
た
る
ま
で
の
図
像
の
成

立
に
お
い
て
不
明
な
点
が
多
い
。
の
脊
属
に
つ
い
て
は
『
千
手
経
』
（
大

正
蔵
一
〇
六
0

)

に
説
か
れ
、
二
十
八
部
衆
と
し
て
は
善
無
畏
訳
『
千
手
観
音

十
八
部
衆
釈
』
（
大
正
蔵
ニ
ニ
四
三
）
に
尊
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
間
堂
）

近
年
、
京
都
・
妙
法
院
金
堂
（
三
の
二
十
八
部
衆
像
の
尊
名
の

比
定
や
配
置
の
変
更
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
彫
像
や
、
画
中
に
尊
名
の
記
載

が
あ
る
細
見
美
術
館
本
、
永
観
堂
本
の
間
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
の
尊
名
や
図

致
し
な
い
。
二
十
八
と
い
う
数
も
、
風
神
雷
神
を
含
め
て
二
十
八
部
衆

を
構
成
す
る
場
合
と
、
含
め
な
い
場
合
と
が
あ
る
。

本
図
の
二
十
八
部
衆
は
、
動
き
の
少
な
い
ほ
ほ
直
立
し
た
体
勢
で
、
風
神
雷

神
を
含
め
て
左
右
十
四
体
ず
つ
対
と
な
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
大
清
寺
本

(

1

2

)

 

と
か
な
り
近
し
い
図
像
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
使
わ
れ
る
色
や
着
衣
の
模

右
8
花
籠
を
持
つ
童
形
、
左

8
甑
策
を
吹
く
鬼
形

右
9
龍
王
か
、
左

9
伊
鉢
羅

右
1
0
迦
楼
羅
、
左
1
0
一
面
四
腎
像

右
且
一
角
の
鬼
形
、
左
1
1
獅
子
冠
（
皮
）
を
被
り
山
羊
を
抱
く

右
1
2
阿
修
羅
、
左
1
2
神
母
女

右
1
3
摩
眠
羅
伽
か
、
左
1
3
薩
遮
摩
和
羅

右
1
4
雷
神
、
左
1
4
風
神

本
論
で
は
、

十
八
部
衆
は
そ
も
そ
も
の

(

1

0

)

 

す
る
彩
色
の
図
像
や
、
相
国
寺
慈
照
院
が
所
蔵
す
る
二
十
八
部
衆
像
の
み
の
双

幅
（
以
下
、
慈
照
院
本
）
な
ど
十
二
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
の
作
例
が
あ
る
。

一
十
八
部
衆
像
の
各
図
像
に
つ
い
て
、
尊
名
の
比
定
を
試
み
つ

つ
、
本
図
の
脊
属
の
図
像
的
な
根
拠
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
千

手
観
音
の
頭
上
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
北
斗
七
星
に
着
目
し
、
本
図
の
制
作
目
的
を

様
な
ど
は
異
な
る
が
、
構
成
や
配
置
、
像
容
、
持
物
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

像
容
を
は
じ
め
細
部
に
若
干
の
差
異
は
あ
る
が
、
構
成
は
根
津
美
術
館
本
の

十
八
部
衆
と
も
一
致
し
、
こ
の
二
十
八
部
衆
の
組
み
合
わ
せ
に
は
、
型
紙
と

な
る
白
描
図
像
の
存
在
が
う
か
が
え
る
。

各
尊
名
の
比
定
は
困
難
で
あ
る
が
、
細
見
美
術
館
本
お
よ
び
永
観
堂
本
と
比

較
し
、
尊
名
を
明
ら
か
に
し
う
る
も
の
は
記
載
の
通
り
で
あ
る
（
図
2

)

。

右
1
密
迩
金
剛
、
左

1
那
羅
延
堅
固
（
八
部
力
士
）

右
2
婆
藪
仙
、
左

2
大
弁
功
徳
天

5
毘
楼
勒
叉

右
3
大
梵
天
王
、
左
3
帝
釈
天
王

右
4
金
色
孔
雀
王
、
左
4
水
瓶
を
捧
持
す
る
有
角
の
男
性
像

右
5
提
頭
頼
旺
王
、

-106-



は
二
十
八
部
衆
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
左
右
対
の
位
置

に
配
さ
れ
、
画
面
上
は
下
辺
、
つ
ま
り
二
十
八
部
衆
の
前
方
に
描
か
れ
る
こ
と

い
作
例
と
し
て
挙
げ
た
慈
照
院
本
に
は
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
見
ら

れ
ず
、
む
し
ろ
四
天
王
や
十
二
神
将
な
ど
の
図
像
と
し
て
転
用
さ
れ
る
神
将
形

の
姿
が
み
ら
れ
、
二
十
八
部
衆
と
し
て
の
図
像
に
お
い
て
、
あ
る
程
度
の
定
型

(

1

3

)

 

が
成
立
す
る
よ
り
以
前
の
様
態
を
示
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ほ
か
の
作
例
と
も
共
通
す
る
特
徴
を
持
つ
、
赤
身
炎
髪
憤
怒
相
の
一
―

像
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
阿
修
羅
や
、
合
掌
し
髪
を
垂
ら
す
老
齢
の
女
性
像
に
あ
ら

わ
さ
れ
る
神
母
女
も
、
尊
名
の
比
定
が
容
易
で
あ
る
。

右
4
は
左
右
に
割
れ
た
顔
の
下
か
ら
別
の
顔
が
現
れ
て
お
り
、
こ
の
図
像
は

細
見
美
術
館
本
、
永
観
堂
本
と
も
に
金
色
孔
雀
王
と
す
る
。
自
ら
両
手
で
割
り

開
く
場
合
と
、
自
然
と
割
れ
て
手
に
は
武
器
等
を
持
つ
場
合
が
あ
り
、
本
図
は

細
見
美
術
館
本
に
よ
る
薩
遮
摩
和
羅
と
さ
れ
る
図
像
や
本
図
の
左
13
は
、
頭

に
孔
雀
を
頂
き
武
装
す
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
も
と
は
こ
ち
ら
が
金
色
孔
雀

王
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
細
見
美
術
館
本
制
作
段
階
で
の
錯
簡
か
、

も
し
く
は
そ
の
前
段
階
か
ら
誤
っ
て
表
記
さ
れ
て
い
た
も
の
を
写
し
た
と
考
え

右
10
迦
楼
羅
は
永
観
堂
本
に
も
と
づ
き
、
鳥
頭
に
炎
髪
で
有
翼
、
笛
を
吹
く

も
の
を
迦
楼
羅
と
し
た
が
、
細
見
美
術
館
本
の
迦
楼
羅
は
頭
に
鳥
を
頂
く
鬼
形

が
、
右
手
で
法
螺
貝
の
よ
う
な
大
き
な
巻
貝
を
持
つ
。
香
雪
美
術
館
本
右
10
の

下
に
描
か
れ
る
右

7
の
図
像
も
ま
た
、
法
螺
貝
の
よ
う
に
大
き
な
巻
貝
を
口
に

ら
れ
る
。

前
者
で
あ
る
。

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
両
者
の
図

当
て
て
吹
く
鬼
形
の
姿
で
あ
る
。

な
鳥
を
頂
く
神
将
形
が
対
の
位
置
に
、
そ
の
後
ろ
に
法
螺
貝
の
よ
う
な
巻
貝
を

(

1

4

)

 

吹
く
神
将
形
と
甑
簗
を
吹
く
神
将
形
が
対
の
位
置
に
描
か
れ
て
い
る
。

ど
ち
ら
が
先
行
す
る
図
像
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
頭
に
鳥
を
頂
く
と
い

う
特
徴
と
、
法
螺
貝
を
持
つ
と
い
う
特
徴
が
合
わ
さ
り
、

た
か
、
も
し
く
は
―
つ
の
春
属
が
持
つ
特
徴
が

乾
閾
婆
は
細
見
美
術
館
本
、
永
観
堂
本
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
頭
に
馬
を

頂
く
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
馬
と
い
え
ば
緊
那
羅
が
想
起
さ
れ
、
三
十
三
間
堂

二
十
八
部
衆
像
の
再
編
に
際
し
て
も
、
馬
を
頂
き
鏡
絨
を
持
つ
も
の
が
緊
那
羅

と
改
め
ら
れ
た
が
、
乾
閾
婆
も
馬
と
無
関
係
で
は
な
い

る
乾
閾
婆
、
も
し
く
は
栴
檀
乾
閾
婆
は
獅
子
冠
（
皮
）
を
被
る
神
将
形
の
姿
で

(

1

6

)

 

あ
ら
わ
さ
れ
る
。
和
歌
山
・
金
剛
峯
寺
「
仏
涅
槃
図
」
（
応
徳
一
―

に
お
い
て
は
獅
子
冠
を
被
る
神
将
形
が
緊
那
羅
と
さ
れ
て
お
り
、
京
都
国
立
博

物
館
「
釈
迦
金
棺
出
現
図
」
（
十
一
世
紀
）
に
は
当
初
の
も
の
で
は
な
い

頭
人
身
像
に
墨
書
で

像
が
混
同
さ
れ
る
こ
と
は
頻
繁
に
起
こ
り
得
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
図
で
は
左
11
の
図
像
が
獅
子
冠
の
よ
う
な
獣
冠
を
被
る
が
、
甲
胄
な
ど
を

身
に
付
け
て
お
ら
ず
、
こ
ち
ら
が
乾
閾
婆
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
の
か
判

断
で
き
な
い
（
図
4

)

。

(

1

0

八
六
）
）

興
福
寺
八
部
衆
像
を
は
じ
め
、
『
図
像
抄
』

の

は
合
掌
し
馬
を
頂
く
左

7
を
乾
閾
婆
と
す
る
（
図
3

)

。

い
て

つ
の
脊
属
に
別
れ
た
の
で
は

つ

つ

し‘

゜

な
い
だ
ろ
う
か
。

東
博
本
の
白
描
図
像
で
は
、
孔
雀
を
頂
く
神
将
形
と
金
翅
鳥
か
鳳
凰
の
よ
う
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の
死
を
嘆
く
会
衆
の
中
に
も
類
例
が
み
ら
れ
る
。

北
宋
・
碓
煕
二
年
（
九
八
五
）
に
制
作
さ
れ
た
清
涼
寺
釈
迦
如
来
立
像
の
納

入
品
で
あ
る
「
霊
山
変
相
図
」
版
画
の
釈
迦
の
周
囲
に
は
十
大
弟
子
を
除
く
と

十
の
脊
属
の
姿
が
あ
り
、
や
龍
王
を
は
じ
め
天
部
等
も
、
左
右
で
対
と

「
霊
山
変
相
図
」
の
仁
王
周
辺
の
群
像
部
分
に
つ
い
て
は
、
増
記
隆
介
氏
に

よ
っ
て
仁
和
寺
『
別
尊
雑
記
』
巻
十
七
の
千
手
観
音
二
十
八
部
衆
像
と
構
成
の

(

1

7

)

 

近
似
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
本
図
を
は
じ
め
大
清
寺
本
、
根
津
美
術
館
本
の

二
十
八
部
衆
像
に
は
、
い
く
つ
か
類
似
す
る
特
徴
を
備
え
た
脊
属
の
姿
が
描
か

れ
て
い
る
。

左
4
有
角
の
男
性
像
（
図
5

)

は
ほ
か
の
二
十
八
部
衆
像
に
は
み
ら
れ
な
い

脊
属
で
あ
る
が
、
「
霊
山
変
相
図
」
の
画
面
に
向
か
っ
て
左
端
、
龍
王
の
後
ろ

に
有
角
の
男
性
像
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
頭
頂
で
髯
を
結
う
よ
う
な
髪
型
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
毛
筋
は
な
く
角
の
よ
う
に
見
え
る
。

『
観
音
義
疏
』
に
は
三
十
三
身
の
緊
那
羅
が
人
の
姿
に
似
て
角
が
あ
る
と
説

(

1

8

)

 

く
が
、
こ
う
い
っ
た
経
典
に
も
と
づ
く
図
像
で
あ
ろ
う
か
。
仏
涅
槃
図
の
釈
迦

な
る
よ
う
配
さ
れ
て
い
る
。

手
に
三
鈷
鈴
を
持
ち
、

左
1
0
一
面
四
胄
像
（
図
6

)

は
屈
胄
し
た
右
第
二
手
に
剣
、
左
第
二
手
に
三

鈷
鈴
を
持
っ
て
振
り
上
げ
、
第
一
手
は
第
二
指
同
士
を
合
わ
せ
て
他
の
指
は
握

り
、
第
一
指
上
に
三
鈷
杵
を
乗
せ
る
。
左
1
0
に
類
似
す
る
図
像
と
し
て
、
東
博

本
白
描
図
像
中
に
屈
腎
し
た
右
第
二
手
に
剣
、
左
第

香
雪
美
術
館
本
二
十
八
部
衆
の
図
像
と
「
霊
山
変
相
図
」
釈
迦
の

巻
属

れ
て
い
る
。

香
雪
美
術
館
本
左
1
0
を
は
じ
め
と
す
る
一
面
四
腎
像
の
図
像
は
、
こ
の
よ
う

な
い
。

左
右
第
一
手
を
合
掌
す
る
脊
属
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
・
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
美
術
館
が
所
蔵
す
る
「
観
音
経
絵
巻
」
（
十
三
世
紀
）
に
一
面
六
腎
の

阿
修
羅
と
思
わ
れ
る
脊
属
が
描
か
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
屈
胄
し
た
右
第
二
手
に

剣
、
左
第
二
手
に
三
鈷
杵
の
よ
う
な
物
を
持
ち
、
第
一
手
を
組
み
合
わ
せ
て
胸

前
で
握
る
。
左
第
三
手
の
腕
は
見
え
て
い
る
が
、
手
の
先
ま
で
は
描
か
れ
て
い

「
霊
山
変
相
図
」
に
は
対
と
な
る
一
面
四
胄
像
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
お
り
、
向

か
っ
て
右
の
図
像
は
屈
腎
し
た
右
第
二
手
に
剣
、
左
第
二
手
に
三
鈷
鈴
を
持
っ

て
振
り
上
げ
、
第
一
手
は
左
右
と
も
に
手
の
先
が
隠
れ
て
い
る
の
で
持
物
が
何

か
は
わ
か
ら
な
い
。

一
方
左
の
図
像
は
左
右
第
二
手
に
日
月
を
捧
持
し
、
第
一

手
は
両
手
を
合
わ
せ
て
握
り
、
第
一
指
上
に
は
折
尺
の
よ
う
な
持
物
を
乗
せ
て

(

1

9

)

 

い
る
。
こ
れ
ら
は
阿
修
羅
を
示
す
持
物
で
あ
る
。

な
対
と
な
る
脊
属
の
図
像
的
特
徴
が
合
わ
さ
り
‘
―
つ
の
脊
属
の
図
像
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
図
で
は
一
面
四
腎
像
と
阿
修
羅
は
対
の
位
置
か

ら
は
微
妙
に
ず
れ
る
が
、
東
博
本
の
白
描
図
像
で
は
対
の
位
置
に
一
面
三
目
四

胄
で
日
月
と
思
わ
れ
る
円
相
を
捧
げ
持
ち
、
胸
前
で
合
掌
す
る
阿
修
羅
が
配
さ

左
1
1
は
、
獅
子
冠
を
か
ぶ
り
胸
前
に
犠
牲
と
思
わ
れ
る
山
羊
を
抱
い
て
い
る
。

こ
れ
は
大
清
寺
本
、
根
津
美
術
館
本
も
同
様
で
あ
り
、
ほ
か
に
類
例
と
し
て
、

孔
雀
の
よ
う
な
鳥
を
片
手
で
抱
え
る
図
像
を
描
く
四
天
王
寺
本
、
戌
神
が
胸
前

に
犬
を
抱
く
図
像
を
描
く
奈
良
・
唐
招
提
寺
「
薬
師
十
二
神
将
像
」
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
動
物
を
胸
前
に
抱
く
脊
属
は
「
霊
山
変
相
図
」
に
も
見
ら
れ
、
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か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
北
斗
七
星
へ
の
信
仰
は
平
安
貴
族
ら
の
日
常
生
活

や
『
九
条
殿
遺
誡
』
な
ど

面
上
部
に
北
斗
七
星
が
あ
ら
わ
さ
れ
、
密
教
に
お
け
る
北
斗
法
で
は
除
災
の
本

し
て
北
斗
曼
荼
羅
が
制
作
さ
れ
た
。

の
図
像
も

の の

日
吉
山
王
上
七
社
、
摩
多
羅
神
像
な
ど
の
図
像
に
は
画

て
い

は
陰
陽
道
と
と
も
に
日
本
へ
も
た
ら
さ
れ
た
が
様
々
な
神
仏
と
習
合
し
、
妙
見

）
の
図
像
は
巻
首
を
失
っ
て
お
り
、
ど
う
い
っ
た
性
格
の
も
の

相
で
輔
星
も
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

カヽ
ら

北
斗
七
星
を
は
じ
め
、
天
空
の
星
々
は
古
来
よ
り
広
く
信
仰
さ
れ
た
。
も
と

二
十
八
部
衆
井
十
二
神
将
図
」

五
九
）
写
）
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

正

斗
七
星
が
描
か
れ
、

の
部
分
に
あ
る
武
曲
星
の
横
に
は
、
さ
ら
に
小
さ
な
円

ほ
か
に
脊
属
の

て
、
白
描
図
像

十
八
部
衆
と
星
宿
と
の
関
係
が
う
か
が
え

し

調
と
五
穀
豊
穣
を
祈
る
儀
式
と
関
係
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

、
本
図
の
千
手
観
音
の
頭
上
に
描
か
れ
る
北
斗
七
星
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
る
。
本
図
の
上
部
に
は
、
小
さ
な
七
つ
の
円
相
を
柄
杓
型
に
配
し
て
北

「
宋
人
画
千
手
観
音
像
」
の
持
物
に
十
二
宮
が
あ
る
こ
と
も
ま
た
、

の
意
味
に
つ
い
て
、

り
も
た
ら
さ
れ
た
図
像
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

獅
子
冠
を
被
り
獅
子
を
抱
く
神
将
形
と
、
獣
冠
を
被
っ
て
は
い
な
い
が
鹿
の
よ

う
な
有
角
の
獣
を
抱
く
神
将
形
が
対
と
な
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、

山
変
相
図
」
に
お
け
る
対
と
な
る
脊
属
の
よ
う
な
図
像
が
組
み
合
わ
さ
れ
、
獅

子
冠
を
被
り
有
角
の
獣
を
抱
く
姿
と
な
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

香
雪
美
術
館
本
は
「
霊
山
変
相
図
」
と
は
時
代
的
な
隔
た
り
は
あ
る
が
、

(

2

0

)

 

山
変
相
図
」
の
菩
薩
ら
の
面
貌
の
特
徴
が
「
釈
迦
金
棺
出
現
図
」
に
も
み
ら
れ
、

建
仁
三
年
(
―
二

0
三
）
に
再
興
さ
れ
た
東
大
寺
南
大
門
仁
王
像
の
像
容
が
「
霊

(

2

1

)

 

山
変
相
図
」
仁
王
と
似
る
よ
う
に
、
本
図
の
も
と
と
な
っ
た
図
像
も
、
北
宋
よ

（
十
二
世
紀
）
は
、
水
中
よ
り
湧
出
す
る
千
手
観
音
立
像
を
中
心
に
、

五
仏
や
脊
属
等
を
あ
ら
わ
す
。
こ

を
加
え
た
千
本
の
腕
を
持
ち
、
そ
の
外
縁
に
近
い

羅
翠
拘
氏
は
北
宋
詩
人
・
李
復
の
詩
を
紹
介
さ
れ
、
十

を
持
つ
千
手
観
音
の
図
像
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
さ
れ
た
。

平
十
四
年
（
一

る
よ
う
な
儀
式
と

な
い
が
、
二
十
八
部
衆
の
尊
名
の
下
に
方
角
と
一

(

2

5

)

 
る
。
た
だ
し
尊
名
は

天
部
を
含
む
こ
と
も
あ
り
、

「
修
羅
乾
闘
婆
」
の

諸
作
品
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
脊
属
に
通
じ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

味
深
い
指
摘
が
あ
る
。

1
1
の
よ
う
な
獅
子
冠
の
脊
属
も
、

し‘

北
斗
七
星
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

、r
o

l
>
 

観
音
の
図
像
と
し
て
は
、
北
斗
七
星
と
習
合
し
た
七
星
如
意
輪

つ
い
て

る
が
、
北
斗
七
星
を
千
手
観
音
と
と
も
に
あ
ら
わ
す
作
例
は
本
図
以
外
に
は
な

に
も
浸
透
し
て
お
り
、
彼
ら
は
自
身
の
運
命
を
司
る
属
星
を
非
常
に
重
視
し
て
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た
い
。 本

稿
で
は
香
雪
美
術
館
本
の
二
十
八
部
衆
の
尊
名
の
比
定
や
、
北
斗
七
星
の

お
わ
り
に

や
招
運
な
ど
の
力
を
付
与
す
る
た
め
に
描
か
れ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

関
係
性
を
明
確
に
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

「
属
星
祭
秘
法
義
鷹
撰
云

合
属
人
星
而
増
富
寿
云
々

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
千
手
観
音
や
二
十
八
部
衆
と
北
斗
七
星
お
よ
び
星
宿
の
関
係
に
つ
い

て
、
可
能
な
限
り
取
り
上
げ
て
み
た
が
、
両
者
の
間
に
経
典
等
を
典
拠
と
す
る

本
図
の
ほ
か
に
、
通
例
で
は
北
斗
七
星
が
描
か
れ
な
い
作
例
に
北
斗
七
星
が

描
か
れ
た
も
の
と
し
て
、
文
化
庁
所
蔵
の
「
熊
野
本
地
仏
曼
荼
羅
」
（
十
三
世
紀
）
、

奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
「
両
頭
愛
染
明
王
像
」
（
十
四
世
紀
）
、
大
阪
市
美
術
館

(

2

7

)

 

所
蔵
「
荼
吉
尼
天
曼
荼
羅
図
」
（
十
五
世
紀
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
例
を

ふ
ま
え
て
本
図
の
制
作
目
的
を
考
え
る
と
、
単
に
北
斗
七
星
自
体
が
持
つ
除
災

意
味
を
中
心
に
検
討
を
行
っ
た
。
諸
本
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
型
紙
と
な
る
図

像
か
ら
転
用
し
て
二
十
八
部
衆
像
を
構
成
す
る
可
能
性
が
見
出
せ
た
。
今
後
は

さ
ら
に
比
較
す
る
作
品
を
増
や
し
て
図
像
の
引
用
・
転
用
関
係
の
検
討
を
進
め

例
え
ば
立
像
の
千
手
観
音
が
本
尊
と
し
て
描
か
れ
る
愛
知
・
護
国
院
所
蔵
の

美
術
館
本
の

「
千
手
観
音
二
十
八
部
衆
像
」
（
十
三
ー
十
四
世
紀
）
に
は
、
永
観
堂
本
や
香
雪

(

2

8

)

 

一
十
八
部
衆
に
通
じ
る
図
像
が
い
く
つ
か
転
用
さ
れ
て
い
る
。
さ

と
あ
る
点
か
ら
も
、
星
宿
に
関
す
る
図
像
で
あ
る

も
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

ま
た
水
面
か
ら
龍
王
や
そ
の
春
属
が
観
音
に
宝
珠
を
捧
げ
る
図
像
は
、
高
麗

よ
り
伝
来
し
た
京
都
・
大
徳
寺
や
奈
良
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
水
月
観
音

（
楊
柳
観
音
）
像
」
に
も
見
ら
れ
る
。
高
麗
仏
画
と
い
え
ば
妙
満
寺
や
親
王
院

が
所
蔵
す
る
「
弥
勒
下
生
変
相
図
」
に
は
八
部
衆
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ

う
い
っ
た
八
部
衆
の
み
が
描
か
れ
る
作
品
の
図
像
を
検
討
の
対
象
と
す
る
こ
と

＋工
―
-
=
—
ロ

(

1

)

『
中
之
島
香
雪
美
術
館
開
館
記
念
展
「
珠
玉
の
村
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
』
中
之
島
香
雪

美
術
館
図
録
、
二

0
一
八
年

(

2

)

箱
の
蓋
表
に
「
千
手
曼
荼
羅
宅
間
澄
賀
」
と
あ
る
た
め
、
『
玄
庵
鑑
賞
』
に
は
そ

の
よ
う
な
表
記
と
な
る
が
、
米
澤
嘉
圃
氏
は
「
千
手
曼
荼
羅
」
は
あ
く
ま
で
も
俗
称

で
あ
り
、
作
品
名
を
「
千
手
観
音
二
十
八
部
衆
図
」
と
さ
れ
て
い
る
（
「
千
手
観
音

二
十
八
部
衆
図
」
『
國
華
』
六
五
五
号
、
一
九
四
六
年
）
。

(

3

)

千
手
観
音
二
十
八
部
衆
像
に
つ
い
て
、
複
数
作
品
の
比
較
や
研
究
史
な
ど
を
取
り
上

げ
る
も
の
は
以
下
の
通
り
。

高
崎
富
士
彦
「
千
手
観
音
二
十
八
部
衆
像
」
『
M
u
s
e
u
m』

三
七
九

四
＼
七
頁

伊
東
史
朗
『
日
本
の
美
術

年南
谷
恵
敬
「
千
手
観
音
図
像
の
調
査
研
究
」
『
鹿
島
美
術
研
究

二
0
0
0
年
、
五
七
一
＼
五
九
一
頁

関
口
正
之
「
千
手
観
音
二
十
八
部
衆
画
像
」

八
部
衆
・
ニ
十
八
部
衆
』
至
文
堂
、
一
九
九
七

美
術
館
本
の
山
中
の
雲
の
形
と
極
め
て
近
し
い
。

北
斗
七
星
能
護
五
姓
人
摘
提
一
七
星
能
摘
十
二
神
窟

四

七
号
、
二

0
一
三
年
、

年
報
第
十
七
号
別
冊
』

ら
に
護
国
院
本
に
お
け
る
背
景
の
山
中
よ
り
立
ち
上
る
特
徴
的
な
雲
は
、
香
雪

七
九
号
、
一
九
七
四
年
、
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三
＼
二
五
頁

石
川
知
彦
「
千
手
観
音
二
十
八
部
衆
像
」
『
國
華
』

六
七
＼
七

0
頁

白
畑
よ
し

＼
三
九
頁

一
五
一

六
号
、
一
号
、

八
五
＼
八
六
頁

(

5

)

上
野
良
信
「
高
島
町
大
清
寺
蔵
千
手
観
音
二
十
八
部
衆
像
に
つ
い
て
」
『
滋
賀
県
立

琵
琶
湖
文
化
館
研
究
紀
要
』
一
、
一
九
八
三
年
、
四
九
＼
五
一
頁

(

6

)

宮
島
新
一
「
絹
本
著
色
千
手
観
音
二
十
八
部
衆
像
」
『
文
化
財
調
査
報
告
』
第

三
十
七
集
、
福
井
県
教
育
委
員
会
、
二

0
0
九
年
、
三
七
頁

『
わ
か
さ
お
お
い
の
文
化
財
』
お
お
い
町
、
二

0
0
七
年
、
五
一
頁

福
井
•
お
お
い
町
懺
法
講
本
尊
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
千
手
観
音
二
十
八
部
衆
像
」

は
、
本
図
同
様
千
手
観
音
が
坐
像
で
あ
ら
わ
さ
れ
、
光
背
も
工
芸
的
な
意
匠
が
用
い

ら
れ
る
。
お
お
い
町
を
含
む
名
田
庄
と
い
う
地
域
は
か
つ
て
蓮
華
王
院
の
荘
園
で
あ

り
、
光
背
に
三
十
三
応
現
身
像
を
表
す
こ
と
か
ら
も
、
現
在
の
三
十
三
間
堂
本
尊
を

写
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

(

7

)

『
仁
和
寺
と
御
室
派
の
み
ほ
と
け
』
東
京
国
立
博
物
館
、
二

0
一
八
年

仁
和
寺
の
ご
許
可
を
得
て
実
見
の
機
会
を
得
た
が
、
本
紙
が
か
な
り
傷
み
黒
ず
ん

で
い
る
た
め
二
十
八
部
衆
の
図
像
は
詳
細
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
箱
書
に
「
高
祖

院
宥
永
」
と
あ
り
元
は
高
野
山
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
三
十
六
年

（
一
九

0
三
）
隆
応
に
よ
る
修
理
銘
が
あ
る
。

(

8

)

註
3

石

川

二

0
ニ
―
年

(

9

)

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(https://collect
i
o
n
s
.
m
fa.or
g
/
o
bj
e
ct
s/

2
5
5
0
8
/
s
e
nj
u
,
k
a
n
n
o
n
,
t

h
e
,
t

h
o
u
s
a
n
d
a
r
m
e
d
'
b
o
d
hi
s
a
t
t
v
a
,
0
f
,
 

c
o
m
p
a
s
si
o
n●
ct
x
1
1
a
c
d
l
3
l
af
,
a
b
e
7
,
4
£03
,
b
l
c
e
,
6
c
7
2
e
d
e
b
0
0
9
8
&i
d
x
1
1
1

畠
取
紘
い

閲
覧
二

0
二
三
年
十
二
月
三
十
一
日
）

(
1
0
)
南
谷
恵
敬
「
四
天
王
寺
蔵
千
手
観
音
二
十
八
部
衆
像
に
つ
い
て
」

清
文
堂
出
版
、
一
九
九
五
年
、
十

一
九
七
二
年
、

1
0
 

年、

神
母
女
も
童
子

を
抱
く
詞
梨
帝
母
の
姿
で
あ
る
。
尊
名
の
比
定
で
き
そ
う
な
も
の
は
向
か
っ
て
右
の

左
幅
と
さ
れ
る
方
に
密
逃
金
剛
、
梵
天
、
毘
沙
門
天
、
金
色
孔
雀
王
、
伊
鉢
羅
、
迦

楼
羅
、
摩
瞑
羅
伽
、
雷
神
、
右
幅
に
那
羅
延
堅
固
（
八
部
力
士
）
、
帝
釈
天
、
阿
修
羅
、

乾
閾
婆
、
五
部
浄
、
満
善
車
鉢
、
神
母
女
、
風
神
で
あ
る
。

(

1

4

)

鳥
を
頂
く
神
将
形
も
描
か
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
配
置
や
頭
光
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
四

天
王
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
根
津
美
術
館
が
所
蔵
す
る
白
描
図
像
の
「
大
元
帥
明

王
•
四
天
王
図
像
」
（
十
二
懺
紀
）
の
持
国
天
に
近
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

(

1

5

)

乾
閾
婆
と
馬
の
関
係
に
つ
い
て
は
『
十
一
に
詳
し
い
。

南

方

熊

楠

『

南

方

熊

楠

全

集

第

一

巻

乾

元

社

、

＼
三
七
四
頁

(

1

6

)

水
野
さ
や
『
八
部
衆
像
の
成
立
と
展
開
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇

(

1

7

)

増
記
隆
介
「
呉
越
国
の
絵
画
と
日
本
ー
「
応
現
観
音
図
」
を
中
心
に
」
ア
遊

学
二
七
四
呉
越
国
1
1
0
世
紀
東
ア
ジ
ア
に
華
開
い
た
文
化
国
家
』
勉
誠
社
、

二
0
二
ニ
年
、
二
七
六
ー
ニ
九
二
頁

(

1

8

)

大
正
蔵
（
一
七
二
八
）
「
緊
那
羅
者
。
天
帝
絲
竹
業
神
。
小
不
如
乾
聞
婆
。
形
似
人

而
頭
有
角
。
亦
呼
為
疑
神
。
亦
為
人
非
人
。
」

(

1

9

)

註
1

6

水

野

二

0
一
七
年

(

2

0

)

増
記
隆
介
『
院
政
期
仏
画
と
唐
宋
絵
画
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二

0
一
五
年
、

四
四
＼
四
八
頁

(

2

1

)

熊
田
由
美
子
「
東
大
寺
南
大
門
仁
王
像
の
図
像
と
造
形
ー
運
慶
と
宋
仏
画
ー
」

都

仏

教

』

五

五

号

、

一

九

八

六

年

、

頁

七

七
＼
五

七
年

十

九

(

1

1

)

田
中
公
明
『
千
手
観
音
と
一

部
衆
の
成
立
に
つ
い
て
」
『
密
敦
図
像
』

0
一
八
年

(

1

2

)

 

(

1

3

)

慈
照
院
本
は
諸
尊
が
整
然
と
並
ぶ
の
で
は
な
く
、
水
陸
会
や
五
百
羅
漢
図
の
よ
う
に

岩
場
に
降
臨
し
た
か
の
よ
う
な
構
図
が
と
ら
れ
る
。
婆
薮
仙
や
功
徳
天
、
の
姿

は
見
ら
れ
ず
、

八
号
、
二
〇

春
秋
社
、

0
一
九
年
、

九
年
、
三
七
ー
五

年、 頁
し
ー
＼
、

{

J
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(

2

2

)

藤
原
頼
長
『
台
記
』
仁
平
元
年
（
―
-
五
一
）
八
月
七
日
条
「
終
日
念
誦
、
入
夜
沐

浴
、
着
浄
衣
、
向
顕
憲
朝
臣
冷
泉
宅
、
奉
拝
北
斗
時
帰
東
三
条
、
身
非
神
斎
初
念
誦
、

而
拝
北
斗
之
時
必
有
僧
…
」
（
増
補
史
料
大
成
第
二
五
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
九
、

四
九
頁
）

藤
原
師
輔
『
九
条
殿
遺
誡
』
「
先
起
称
属
星
名
号
七
遍
…
」
（
塙
保
己
一
編
『
群
書
類

従
第
二
七
輯
』
群
書
類
従
刊
行
会
、
一
九
五
五
年
、
一
三
六
頁
）

(

2

3

)

陳
階
晉
「
宋
人
画
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
像
典
十
二
星
座
」
『
故
宮
文
物
』
三
六
五
、

二
0
一
三
年
、
九
二

1
1
0
三
頁

「
宋
人
画
千
手
観
音
像
」
に
つ
い
て
は
、
南
宋
の
歴
代
皇
帝
が
行
っ
た
「
迎
請
」
と

い
う
法
会
の
よ
う
な
国
家
儀
礼
と
関
係
す
る
画
像
で
あ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る

（
井
手
誠
之
輔
「
日
本
の
美
術
四
一
八
日
本
の
宋
元
仏
画
」
至
文
堂
、
二

0
0
1

年
、
二
六
ー
ニ
八
頁
）

(

2

4

)

羅
翠
拘
「
南
宋
時
代
の
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
像
に
つ
い
て
ー
大
足
宝
頂
山
と
安
岳

仏
慧
洞
に
見
ら
れ
る
新
様
式
の
像
を
中
心
に
ー
」
板
倉
聖
哲
編
『
ア
ジ
ア
仏
教
美
術

論
集
二
果
ア
ジ
ア

N

南
宋
・
大
理
・
金
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二

0
二
0
年、

二
五
五
ー
ニ
八
八
頁

(

2

5

)

脊
属
の
尊
名
お
よ
び
像
容
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
大
正
蔵
図
像
部
七
巻
の
東
寺
観
智

院
蔵
本
「
二
十
八
部
衆
形
像
」
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
ち
ら
に

は
二
十
八
宿
の
表
記
は
な
い
。
ま
た
提
頭
頼
旺
王
、
眺
楼
勒
叉
王
、
眺
沙
門
は
そ
れ

ぞ
れ
が
守
護
す
る
方
角
で
は
な
く
、
南
方
七
宿
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
何

ら
か
の
典
拠
に
も
と
づ
い
て
二
十
八
宿
を
割
り
振
っ
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

(

2

6

)

「
描
提
一
七
星
能
撮
十
二
神
」
に
つ
い
て
、
『
史
記
』
天
官
書
に
「
掘
提
者
直
斗
杓
所

指
以
建
時
節
故
日
描
提
格
」
「
歳
星
一
曰
撮
提
、
日
重
華
、
日
應
星
、
日
紀
星
」
と
い
っ

た
記
述
が
あ
り
、
「
撮
提
」
は
前
者
の
北
斗
七
星
の
柄
の
部
分
に
あ
る
星
を
指
す
と

思
わ
れ
る
。
十
二
神
は
二
十
八
部
衆
の
後
に
十
二
神
将
の
図
像
が
続
く
た
め
十
二
神

将
を
指
す
か
。
た
だ
し
「
十
二
神
将
異
称
」
と
し
て
諸
経
典
の
呼
称
、
種
字
、
『
浄

瑠
璃
浄
土
経
』
に
説
か
れ
る
十
二
神
将
の
像
容
、
そ
の
他
経
典
に
説
か
れ
る
説
を
加

挿
図

1

影

え
た
も
の
で
あ
り
、
十
二
神
将
と
星
宿
と
の
か
か
わ
り
が
述
べ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な

、。

(

2

7

)

奈
良
国
立
博
物
館
「
両
頭
愛
染
明
王
像
」
は
画
面
上
部
の
二
円
相
中
に
八
字
文
殊
菩

薩
と
蓮
華
座
に
乗
る
三
角
形
、
そ
の
間
に
円
輪
と
北
斗
七
星
が
、
下
部
に
は
そ
れ
ぞ

れ
白
象
と
獅
子
に
乗
り
狩
り
を
す
る
衿
翔
羅
童
子
と
制
旺
伽
童
子
が
描
か
れ
て
い

る
。
北
斗
七
星
に
つ
い
て
は
、
真
言
宗
小
野
流
で
流
布
し
た
頭
上
に
北
斗
七
星
を
配

す
る
愛
染
明
王
像
や
文
殊
菩
薩
を
中
尊
と
す
る
北
斗
曼
荼
羅
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同

じ
く
小
野
流
に
近
い
環
境
で
制
作
さ
れ
た
と
い
う
説
（
谷
口
耕
生
「
〈
展
示
品
の
み

ど
こ
ろ
〉
両
頭
愛
染
曼
荼
羅
」
『
奈
良
国
立
博
物
館
だ
よ
り
』
一

0
0
号
、
二

0
一
七

年
）
や
、
真
言
律
宗
で
重
視
さ
れ
た
八
字
文
殊
、
星
宿
信
仰
な
ど
複
雑
な
信
仰
背
景

が
想
定
さ
れ
る
と
い
う
説
（
奈
良
国
立
博
物
館
図
録
『
奈
良
博
三
昧
ー
至
高
の
仏
教

美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー
』
二

0
ニ
―
年
）
が
あ
る
。
ま
た
大
阪
市
美
術
館
「
荼
吉
尼

天
曼
荼
羅
図
」
は
本
尊
で
あ
る
弁
財
天
と
荼
吉
尼
天
、
聖
天
の
三
面
を
そ
な
え
た

十
二
腎
の
三
天
合
形
像
の
頭
光
の
中
に
小
さ
く
北
斗
七
星
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
こ
の

作
品
は
表
具
の
表
措
の
墨
書
か
ら
比
椒
山
の
里
坊
明
徳
院
伝
来
で
あ
り
、
武
運
長
久
、

息
災
安
穏
、
商
売
隆
盛
を
願
っ
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

(
M
I
H
o

M
U
S
E
U
M
、
『
K
A
Z
A
R
!
か
ざ
り
ー
信
仰
と
祭
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
二

0
一
六

年）。

(

2

8

)

護
国
院
本
に
お
い
て
香
雪
美
術
館
本
、
大
清
寺
本
、
根
津
美
術
館
本
と
共
通
す
る
図

像
で
は
左

4
水
瓶
を
捧
持
す
る
有
角
の
男
性
像
、
右

7
法
螺
貝
を
吹
く
鬼
形
、
左

7

乾
閾
婆
（
た
だ
し
合
掌
で
は
な
く
宝
珠
と
剣
を
持
つ
）
、
右
1
3
摩
喉
羅
伽
か
、
左
1
3

薩
遮
摩
和
羅
（
た
だ
し
印
を
結
ば
ず
武
器
を
持
つ
）
、
右
1
1
一
角
の
鬼
形
な
ど
が
あ
る
。

香
雪
美
術
館
提
供
、
挿
図

2

図
版
出
典

箪
者
作
成
、
挿
図

3
ー

5

筆
者
撮
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亨
亨

1
2
8
8
 

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

げ
ま
す
。

研
究
は
科
研
費
（

1
9
K
2
3
0
0
7
)
(
2
1
k

員
の
み
な
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上

琵
琶
湖
文
化
館
を
は
じ
め
と
す
る
各
ご
所
蔵
者
さ
ま
、
各
機
関
の
学
芸

奈
良
国
立
博
物
館
、
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
滋
賀
県
立
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図2 図1 「千手観音二十八部衆像」香雪美術館、十四世紀
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